
日南町第６回定例28年９月８日
────────────────────────────────────────
　　　平成28年　第６回（定例）日　南　町　議　会　会　議　録（第２日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年９月８日（木曜日）
────────────────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　議事日程（第２号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年９月８日　午前９時開議
日程第１　議案第75号　平成28年度日南町一般会計補正予算（第３号）
日程第２　議案第76号　平成28年度日南町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
日程第３　議案第77号　平成28年度日南町介護保険特別会計補正予算（第１号）
日程第４　報告第２号　平成27年度決算に基づく健全化判断比率及び公営企業の資金不足
比率について
日程第５　議案第78号　平成27年度日南町一般会計決算認定について
日程第６　議案第79号　平成27年度日南町国民健康保険特別会計決算認定について
日程第７　議案第80号　平成27年度日南町簡易水道事業特別会計決算認定について
日程第８　議案第81号　平成27年度日南町農業集落排水事業特別会計決算認定について
日程第９　議案第82号　平成27年度日南町介護保険特別会計決算認定について
日程第10　議案第83号　平成27年度日南町介護サービス事業特別会計決算認定について
日程第11　議案第84号　平成27年度日南町後期高齢者医療特別会計決算認定について
日程第12　議案第85号　平成27年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計決算認定
について
日程第13　議案第86号　平成27年度日南町病院事業会計決算認定について
日程第14　議案第87号　人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の意見を求めることにつ
いて
日程第15　議案第88号　固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることにつ
いて
日程第16　議案第89号　固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることにつ
いて
日程第17　議案第90号　固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることにつ
いて
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　本日の会議に付した事件
日程第１　議案第75号　平成28年度日南町一般会計補正予算（第３号）
日程第２　議案第76号　平成28年度日南町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
日程第３　議案第77号　平成28年度日南町介護保険特別会計補正予算（第１号）
日程第４　報告第２号　平成27年度決算に基づく健全化判断比率及び公営企業の資金不足
比率について
日程第５　議案第78号　平成27年度日南町一般会計決算認定について
日程第６　議案第79号　平成27年度日南町国民健康保険特別会計決算認定について
日程第７　議案第80号　平成27年度日南町簡易水道事業特別会計決算認定について
日程第８　議案第81号　平成27年度日南町農業集落排水事業特別会計決算認定について
日程第９　議案第82号　平成27年度日南町介護保険特別会計決算認定について
日程第10　議案第83号　平成27年度日南町介護サービス事業特別会計決算認定について
日程第11　議案第84号　平成27年度日南町後期高齢者医療特別会計決算認定について
日程第12　議案第85号　平成27年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計決算認定
について
日程第13　議案第86号　平成27年度日南町病院事業会計決算認定について
日程第14　議案第87号　人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の意見を求めることにつ
いて
日程第15　議案第88号　固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることにつ
いて
日程第16　議案第89号　固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることにつ
いて
日程第17　議案第90号　固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることにつ
いて
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　出席議員（11名）
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　　　　　　１番　足　羽　　　覚君　　　　　　２番　惠比奈　礼　子君
　　　　　　４番　古　都　勝　人君　　　　　　５番　山　本　芳　昭君
　　　　　　６番　大　西　　　保君　　　　　　７番　坪　倉　勝　幸君
　　　　　　８番　近　藤　仁　志君　　　　　　９番　荒　木　　　博君
　　　　　　10番　久　代　安　敏君　　　　　　11番　福　田　　　稔君
　　　　　　12番　村　上　正　広君
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　欠席議員（なし）
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　欠　　員（１名）
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　事務局出席職員職氏名
局長　───────　岩　崎　昭　男君　　書記　───────　井　川　夏　実君
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　説明のため出席した者の職氏名
町長　───────　増　原　　　聡君　　副町長　──────　中　村　英　明君
教育長　──────　丸　山　　　悟君　　総務課長　─────　高　見　正　司君
企画課長  ─────　木　下　順　久君　　教育次長　─────　安　達　才　智君
住民課長　─────　久　城　隆　敏君　　病院事務部長　───　古　井　　　聡君
農林課長　─────　青　葉　誠　也君　　福祉保健課長　───　梅　林　千　恵君
建設課長　─────　財　原　　　積君　　会計管理者　────　花　倉　幸　江君
保育園長　─────　田　辺　陽　子君　　病院事業管理者　──　中　曽　森　政君
代表監査委員　───　石　川　　　賢君
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午前９時００分開議
○議長（村上　正広君）おはようございます。
　ただいまの出席は１１名であります。定足数に達していますので、第６回日南町議会定
例会を再開いたします。
　直ちに本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。
　ここで、執行部からの発言が求められていますので、これを許します。
　中村副町長。
○副町長（中村　英明君）改めましておはようございます。
　執行部の本日の出席について、１件お願いをしたいというふうに思っております。自立
改革推進本部の山中専門監ですけれども、本日欠席をさせていただきたいというふうに思
っております。理由としましては、昨日のお話にもありましたけれども、総合戦略の関係
で８月に報告をさせていただいて、全国で取りまとめをされてるっていうことがあるよう
であります。それを受けまして、国のほうから、内閣府のほうから、日南町のほうに視察
及びヒアリングを受けたいということが急遽入っております。実際来られるのは来週です
けれども、その対応にということでいろいろ資料づくりなり等がありますので、それが膨
大な量になってるということもありまして、そういった理由で本日欠席させていただいて
おります。何分の御理解を賜りますように、よろしくお願いしたいと思います。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１　議案第７５号　から　日程第３　議案第７７号
○議長（村上　正広君）タブレットの議案ファイルをお開きください。１ページから、日
程第１、議案第７５号、平成２８年度日南町一般会計補正予算（第３号）、日程第２、議
案第７６号、平成２８年度日南町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）、日程第
３、議案第７７号、平成２８年度日南町介護保険特別会計補正予算（第１号）、以上、平
成２８年度補正予算関係３議案を一括議題といたします。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）タブレットの議案ファイル１ページをごらんいただきたいと思っ
ております。議案第７５号、平成２８年度日南町一般会計補正予算（第３号）でございま
す。
　歳入歳出予算の補正でございまして、歳入歳出予算の、それぞれ５，３２３万
２，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６５億８，３３７万２，０００円
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とするものでございます。また、第２条によりまして、地方債の補正を行うものでござい
ます。
　内容といたしましては、予算現額に対して補正額が５，３２３万２，０００円で、補正
後の金額は、先ほど申しました６５億８，３３７万２，０００円となります。歳入といた
しましては、県支出金が３１５万円、繰越金が８５８万２，０００円、町債が４，１５０
万円でございます。歳出、主なものを申し上げますと、人件費関係でマイナスの９６４万
円。町有財産の補修といたしまして５００万円。タウンズネットのハイビジョン化につき
まして１，１５０万円。児童手当関係で３９万５，０００円。衛生関係で、Ｂ型肝炎ワク
チンの定期接種によります公費助成が４８万円。畜産で和牛の増頭対策でありますけど
も、これが３６９万６，０００円。また、山振の施設の維持補修で９４万円。道路の緊急
対策、これは落石等の防止対策でありますけども、これにつきまして３，０００万円と、
青少年の健全育成とスポーツ少年団の派遣費補助が２７万２，０００円でございます。
　続きまして、議案第７６号でございます。平成２８年度日南町農業集落排水事業の特別
会計補正予算（第２号）でございます。
　歳入歳出にそれぞれ８００万を追加しまして、歳入歳出総額をそれぞれ２億３９１万
４，０００円とするものでございます。地方債の補正もございます。
　内容といたしましては、補正の歳入といたしましては町債を充てるものでございます。
歳出といたしましては、農業集落排水の一般管理事業に伴うものを４００万円と、特定集
排の一般管理業務につきまして４００万円を行うものでございます。
　続きまして、タブレットの議案ファイル２７ページでございますけども、議案第７７
号、平成２８年度日南町介護保険特別会計補正予算（第１号）でございます。
　歳入歳出につきましては増減はございませんが、款項の変更がございますので、今回上
程するものでございます。予算総額については変わりはございませんが、歳出といたしま
して、一般管理事務を２５万１，０００円。保険給付費を１，１００万円の減額。保険給
付事務の地域密着型につきまして１，５３０万９，０００円の減額。保険給付事務につき
ましては２００万の減額。そして、国保の支出の過年度返還事務を２，８３０万
９，０００円を増額するものでございます。プラス・マイナス・ゼロということでありま
すので、御承知をいただきたいと思っております。
　詳しい説明につきましては総務課長のほうからさせますので、よろしくお願いいたしま
す。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）それでは、補正予算につきましては、先ほど町長のほうから
補正総額と財源については説明がありましたので、私のほうからは、補正予算補足説明資
料で主な事業について概要を説明させていただきます。
　３６ページをお開きください。このページ上段でございます、総務課の一般管理事務で
すが、当初予算に生じた人事異動等による人件費の調整により、今回、他の事業をプラス
補正をしております。その調整として、一般管理事務でやります予算の給与、共済費、そ
して退職手当負担金を合計９８万４，０００円減額し、あわせてシュレッダーの購入費
２０万円を増ということを見込んでおります。合計９６４万円の減額補正を計上しており
ます。
　また、同じページ、下段でございますけども、町有財産管理事務でございます。当初
５００万円を見込んで予算計上しておりましたけども、町全体の公共施設等の緊急修繕等
が生じておりまして、かなりの執行があっております。今後のことも踏まえながら、さら
に５００万円を計上させていただきたいと思っております。
　続きまして、３７ページ上段の企画課、タウンズネット管理運営事務でございます。ち
ゃんねる日南のハイビジョン化のための光電送装置の更新を行うための工事費１，１５０
万円を計上しております。これにつきましては、中海ケーブルを使っております町と同時
に行うことによって経費の節減を行うというぐあいに考えております。財源につきまして
は、全て過疎債を充てる予算としております。
　続きまして、翌３８ページ上段をごらんください。福祉保健課の母子父子福祉事務でご
ざいます。法改正による第２子以降の加算額の変更や、今後導入されます物価スライド制
に基づく支給システムの改修に係る委託料が３９万５，０００円。
　また、同じページ下段でございますけども、予防衛生一般事業においては４８万円を計
上しております。これまで任意接種であったＢ型肝炎ワクチンの接種が定期予防接種に移
行することになりまして、公費助成の対象になるための予算措置でございます。対象児
は、２８年４月以降に出生、生後１歳になるまでの子供さん、約２０人を見込ませていた
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だいております。
　続きまして、３９ページをお開きください。農林課の多面的機能支払事業でございま
す。特別栽培米の増により、対象面積がふえたことによります交付金の増額を行うもので
ございます。４６５．７ヘクタールの増に対し２０万５，０００円を予算計上をしており
ます。財源は、このうち１５万３，０００円を充てております。
　そして、４０ページをお開きください。上段の畜産振興対策事業ですけども、県の補助
金追加により、１農家に６頭の導入に対する経費の３分の２の額、３６９万６，０００円
を助成するものでございます。財源は県補助金２７７万２，０００円を充てております。
　同じページ下段の山村振興一般対策事務でございますが、イチイ荘における給水管の凍
結防止やシャワーつきトイレの設置、そして、かやぶきの家の雨戸の改修に総額９４万円
の修繕を計上しております。
　続きまして、次の４１ページ上段をお開きください。道路維持管理事業でございます。
落石危険箇所と思われる６０カ所に注意喚起の看板を設置し、緊急を要する箇所の対応を
行う工事費合計２，３００万円と、今後、工事に向かう落石対策の設計委託料７００万円
を計上しております。合計３，０００万円で、財源は全て過疎債を充てております。
　教育課に移ります。同じページの下段をごらんください。青少年健全育成事業におきま
して、県内外の軟式野球大会の参加派遣費助成２７万２，０００円を計上しております。
　特別会計に移ります。４２ページをお開きください。ここでは農業集落排水特別会計で
すが、上段、下段ともに農業集落一般管理業務と特定地域一般管理業務を上げております
けども、それぞれ集排と合併浄化槽につきまして、公営企業会計移行に伴う固定資産を整
理するための業務委託料をそれぞれ４００万円ずつ計上しております。財源としまして
は、起債の下水道事業債と過疎債のソフト分の半額ずつの併用債ということで充てさせて
いただいております。
　最後に、介護保険特別会計ですが、４３ページから４５ページをごらんください。一般
管理事務では、国保連合会とのネットワークの設定変更に係る業務委託料２５万
１，０００円。また、最後のほうにありますけども、国県支出金過年度分返還事務におけ
る２７年度の事業費確定に伴う返還金２，８３０万９，０００円を計上することとあわせ
て、ほかの事業における今後の執行見込み額において調整の減額をさせていただいており
ます。
　以上、補正予算の概要について説明させていただきました。よろしくお願いいたしま
す。
○議長（村上　正広君）これより各案に対する質疑を許します。
　まず、議案第７５号、平成２８年度日南町一般会計補正予算（第３号）から質疑を行い
ますが、質疑は各課ごとにこれを許します。
　初めに、タブレット３６ページ、総務課についての質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）次に、タブレット３７ページ、企画課について質疑を許します。
　１１番、福田稔議員。
○議員（11番　福田　　稔君）ちょっとお尋ねします。このタウンズネット管理の関係で
すけど、企画の。ハイビジョンの対応のためにということで、中海テレビ放送のサービス
を受けている伯耆町と南部町と歩調を合わせて実施する必要があるということであります
が、それによりコスト面で費用の低減ということであります。これはどういう、各町とも
同額でしょうか。ちょっと教えてください。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）お尋ねの件でございます。今回、南部町、伯耆町とあわせま
して、日南町もハイビジョン化の光電送機器の更新を行います。機器自体につきましては
同じものを交換いたしますけども、それぞれの町の機器からそれぞれのスタジオへの配線
でありますとかそういった状況がそれぞれ違いますので、若干の事業費の差は出る予定に
なっております。機器自体は同じものでございます。
○議長（村上　正広君）１１番、福田稔議員。
○議員（11番　福田　　稔君）それで、３町あわせてやるんですけど、低減ということで
すが、その予算の金額の面ですけど、幾ら安くなるんでしょうか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）今回、３町一緒に施工するということでの見積もりいただい
てるところが予算計上しております１，１５０万という金額になりますけども、これを仮
に日南町単独でやった場合の事業費、参考見積もりをとっておりますけども、１，６７０
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万程度かかるんではないかということで、５００万程度の軽減が同時施工ということで図
れるというふうに考えております。
○議長（村上　正広君）１１番、福田稔議員。
○議員（11番　福田　　稔君）再度お聞きします。そうしますと、伯耆町、南部町の金額
はわかりますか、これ。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）失礼いたします。日南町が１，１５０万、伯耆町が約
１，０００万と３万ほどです。南部町は９６６万ということで、日南町の場合が、電送装
置を置きます庁舎裏の施設からスタジオまでの配線について施工ができておりませんでし
たので、そういった部分の工事費が若干上回るというふうな状況でございます。
○議長（村上　正広君）よろしいですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）次に、タブレット３８ページ、福祉保健課について質疑を許しま
す。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）次に、タブレット３９ページ上段、保育園について質疑を許しま
す。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）次に、３９ページ下段から４０ページ、農林課について質疑を許
します。
　４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）畜産振興対策について伺います。６頭増頭という計画でご
ざいますが、増頭前の頭数を教えていただきたい。
　それと、事業費の中の９２万４，０００円というのは、最近、和牛高騰で平均値ぐらい
だろうと思っておりますけども、導入される、母牛だと思いますが、系統牛のレベルでい
うとどのレベルぐらいのものを狙ったいわゆる導入計画なのか、その２点についてお伺い
をいたします。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）今回の補助事業で導入される農家の現在頭数ということでご
ざいますが、現在、１７頭の飼育農家でございます。
　それから、価格につきましては、今回予算化をいたしております単価については、この
県の補助事業の上限価格で設定をしております。ただし、実際の購入に当たっては、時の
競りの状況というものが当然反映はされますけれども、前年の購入価格等、８０万円台後
半と、前後半というようなところで推移をしておりますので、この上限の中ではおさまる
んではないかなとは思っておるところでございます。
　系統につきましては、補助事業上、優秀なる系統もありますし、系統については、申し
わけありません、白鵬８５の３、百合白清２を父とする雌牛、要綱がございまして、鳥取
県が今推奨しております父方でございます。そういうような優良な系統の導入をというこ
とで考えております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）同僚議員と関連した質問ですけども、今、この日南町内で
和牛の飼育、主に繁殖の、繁殖として子牛を導入、新たにされるという予算ですけども、
この飼育戸数、それと頭数、最近非常に和牛飼育農家が減っていますけども、それについ
て、もしわかれば教えてください。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）現在把握しております数値が繁殖農家、全町で１８戸でござ
います。それと、頭数につきましては１１０頭程度ということで把握をしております。以
上でございます。
○議長（村上　正広君）１１番、福田稔議員。
○議員（11番　福田　　稔君）同じく畜産関係ですけど、これ、牛が最初は１７頭、今度
６頭、２３頭になりますね。そうすると、牛舎のほうは２３頭入るような牛舎ですね。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）牛舎につきましては２２頭規模でございますけれども、その
間に、今の系統的によくない牛との入れかえをということも考えておりますので、十分に
入ると思っております。
○議長（村上　正広君）１１番、福田稔議員。
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○議員（11番　福田　　稔君）ちょっと入れかえするということでありますが、入らん場
合には。牛の悪いやつがおるいうことかな。わしはあんまりわからんだけど、これ。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）ちょっと表現に間違いがあってはいけないとは思いますけれ
ども、牛の、今、系統によりまして育種家とか、いい牛が生まれる母牛、父牛というよう
なところがありまして、それが今、鳥取県の中では百合白清とか、先ほど申し上げた優良
血統というような牛がおります。現在、牛はほぼその血統によって肥育成果がわかるとい
うような時代になっておりまして、やはりそういういい牛を育てなくちゃいけないと。そ
のためにはベースになります基礎牛の、優良血統の牛に変えていかなくちゃいけないとい
うこともありますので、当然、高齢牛ということもございますけれども、血統の転換とい
うことを考えながら新しい牛を入れていくという、改良の考え方でございますので、御了
解いただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）同僚議員の質問でも子牛というような発言もあったんです
が、この６頭については何歳ぐらいの、私は母牛かなと思ったんですが。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）今回購入いたします牛は、繁殖を目的とした子牛でございま
す。１歳未満というぐあいに考えております。
○議長（村上　正広君）次に、タブレット４１ページ上段、建設課について質疑を許しま
す。
○農林課長（青葉　誠也君）済みません、その前にちょっと訂正させてください。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）失礼しました。１歳未満というぐあいに言いましたけれど
も、生後６カ月以上６０カ月齢未満の雌牛ということで訂正させていただきます。
○議長（村上　正広君）訂正がありましたので、書いといてください。
　建設課についてはよろしいですね。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）次に、タブレット４１ページ下段、教育課について質疑を許しま
す。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）平成２８年度日南町一般会計補正予算（第３号）について、質疑
漏れがあればこれを許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）以上で議案第７５号の質疑を終わります。
　次に、タブレット４２ページ、議案第７６号、平成２８年度日南町農業集落排水事業特
別会計補正予算（第２号）の質疑を許します。農集です。
　７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）農業集落排水、それから特定地域生活排水、ともに公営企
業会計移行業務として４００万の追加があるわけですけども、これ、当初どちらも７８０
万余りの当初予算がついておりまして、既に契約されて、その契約業務が進んでおると思
いますが、この追加４００万分については既存の契約の追加の増嵩の部分なのか、新たな
契約なのかお示しいただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）御質問の件でございます。当初予算には、当初１，２００万
で予算計上させていただいておりまして、実施につきましては８月の入札において行って
おりますが、積算、見積もりの段階で再度入札見積もりをかけておりましたところ、農業
集落と特定生活のほうで４００万ずつの不足が生じるということで、入札につきましては
今ある委託料を流用して実施しております。それに伴います不足分の追加ということでお
願いしております。
○議長（村上　正広君）７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）当初予算１，２００万余りというふうに言われましたけど
も、委託料で公営企業会計移行支援業務７８７万３，０００円じゃなかったでしょうか。
ちょっと確認をお願いをします。
　それと、当初予算の見積もりが結果として低かったということなんですけども、なぜこ
ういう契約額が１．５倍になるような当初の見積もりだったのか、その辺について説明を
お願いします。
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○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）後段の見積額がふえました件につきましては、この業務につ
きましては、集落排水の管路、それとマンホールのポンプ、それと処理場の建屋、機械設
備そういったものと、浄化槽の、今設置しました８３０基分を最終的に再見積もりをかけ
て費用を再計算いたしております。当初の数量等が低かったということがありまして、浄
化槽の直接費として約３２０万ぐらいの増嵩が出ております。当初の見積もりの数量が少
なかったということが起因しております。
　それと、最初の当初予算に係るものですが、この公営企業の移行につきましては、昨年
度から簡易水道を始めておりますけれども、２８年度から下水道のほうを実施するという
ことで、移行の今年度の予算はこの固定資産の評価と会計システムの整備ということで、
そういったものをあわせて農業集落排水と特定地域生活排水に予算を振り分けておりまし
た。（「金額」と呼ぶ者あり）
○議長（村上　正広君）金額。
　財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）当初予算の計上につきましては、農業集落排水には御指摘の
とおり７８７万５，０００円、それと特定地域生活排水、浄化槽のほうにつきましても同
額７８７万３，０００円ということで上げております。ですので、合わせますと約
１，５５０万程度ですか、いうことで上げております。
○議長（村上　正広君）よろしいですか。
　４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）当初に説明をいただいたのかもわかりませんが、ここの事
業説明の中で、固定資産の整理に係るというふうな表現がしてありますけども、整理とは
どのような行為のことなのか教えていただきたいと。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）今回実施します固定資産台帳の整備、固定資産の整理の中身
につきましては、これまでに建設しました事業の資料収集、工事の記録の整理、それと、
それに伴います資産の評価と、それと、これまでの資産評価額の算定ということがあって
おります。最終的には資産台帳を、減価償却資産台帳のようなものをつくるということ
で、これにつきましては通常の会計処理の流れで、固定資産台帳をつくるという流れにな
ります。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）それぞれの年度にいわゆる行われた工事台帳もありましょ
うし、当然、管理台帳もあっとるわけで、それから今回のいわゆる資産台帳に転記して整
理するという流れというふうに考えてもいいわけでしょうか。であるならば、そんなに経
費がかかるのかなと。いわゆる経年劣化とかそういうような評価もあるのかどうか、そう
いうことに非常に金がかかるのか、若干意味がわからないんですけども、もう一度そこら
辺詳しくお願いします。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）現在あります工事記録をもとにして、当時の建設時のときの
評価額、それと、それから１０年、２０年たってるものもありますので、それに伴った減
算措置、そういったものをあわせてやりますが、水道会計でもちょっと苦労したところが
あるんですけども、建設時の資料というものが、基本的にすべからくがそろってません。
特に古いものは設計書もないような状況もありますので、図面等から起こすというものが
あります。そういった面から、今回の業務の見積もりにおいても、複数社からこの業務を
行うに当たって適正な価格を算定して出しております。
○議長（村上　正広君）よろしいですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）以上で議案第７６号の質疑を終わります。
　次に、タブレット４３ページから４５ページ、議案第７７号、平成２８年度日南町介護
保険特別会計補正予算（第１号）の質疑を許します。
　１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）差し引き増減ゼロという会計ではありますが、ちょっとお
聞きしたいのは、２つの居宅介護サービスが１，１００万の減額、地域密着型介護サービ
ス給付費が１，５３０万９，０００円ですか、現時点でこれだけ多くの減額をされる、給
付費の減額をされる理由ですね。当初予算を見ても、確かに居宅介護サービスは前年よ
り、平成２７年度よりふえた予算になっていますが、地域密着型介護サービス給付費につ
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いては２，２００万、当初予算からでも減額して計上してあるわけです。恐らくこれはグ
ループホームのことがあるとは思いますけども、現時点でこれだけ多くの減額補正をされ
るということについて、説明を求めます。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）居宅介護サービス給付費と、それから地域密着型介護サ
ービス費について減額をしております。これは平成２７年度に大きな制度改正がありまし
て、報酬改定等がありました。その実績が２７年度の決算によって、傾向といいますか、
減額の幅が推計できました。また今年度、約半年経過した中で、実績の見込みがより精度
を持って推計ができましたので、減額しても支払いに差し支えがないと判断いたしまし
た。特に地域密着型サービス給付費につきましては、認知症グループホームのあさひの郷
が、今２つのユニットを１８人で運営していたものが、年度当初から１ユニット９人の定
員で運用をしておりますので、実績額がこのように見込まれるということで減額といたし
ました。
○議長（村上　正広君）よろしいですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）以上で議案第７７号の質疑を終わります。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第７５号から議案第７７号の補正
予算関係３議案は、審議の都合により、本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これ
に御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第７５号から議案第７７号
の本日の審議は、質疑までにとどめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第４　報告第２号
○議長（村上　正広君）タブレット４６ページから５５ページ、日程第４、報告第２号、
平成２７年度決算に基づく健全化判断比率及び公営企業の資金不足比率についてを議題と
いたします。
　これについては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第
２２条第１項の規定により報告が求められていますので、これを許します。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）報告第２号であります。平成２７年度決算に基づく健全化判断比
率及び公営企業の資金不足比率について、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第
２２条第１項の規定により、平成２７年度の決算に基づく健全化判断比率及び公営企業の
資金不足比率を、別紙のとおり本議会に提出するものでございます。
　これにつきましては、本日出席をいただいております代表監査委員さんのほうから後に
詳しく報告させていただきますので、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）この報告について、質疑があればこれを許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）以上で報告第２号、平成２７年度決算に基づく健全化判断比率及
び公営企業の資金不足比率についての報告を終わります。
　ここで暫時休憩をいたしたいと思います。再開は９時５５分といたします。
　　　　　　　　　　　　　　午前９時３９分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午前９時５５分再開
○議長（村上　正広君）休憩前に引き続き、会議を再開いたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第５　議案第７８号　から　日程第１３　議案第８６号
○議長（村上　正広君）タブレット５６ページから。日程第５、議案第７８号、平成２７
年度日南町一般会計決算認定について、日程第６、議案第７９号、平成２７年度日南町国
民健康保険特別会計決算認定について、日程第７、議案第８０号、平成２７年度日南町簡
易水道事業特別会計決算認定について、日程第８、議案第８１号、平成２７年度日南町農
業集落排水事業特別会計決算認定について、日程第９、議案第８２号、平成２７年度日南
町介護保険特別会計決算認定について、日程第１０、議案第８３号、平成２７年度日南町
介護サービス事業特別会計決算認定について、日程第１１、議案第８４号、平成２７年度
日南町後期高齢者医療特別会計決算認定について、日程第１２、議案第８５号、平成２７
年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計決算認定について、日程第１３、議案第
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８６号、平成２７年度日南町病院事業会計決算認定について、以上、平成２７年度決算認
定の９議案を一括議題といたします。
　各案につき、提案者から議案番号順に提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）ただいま議長のほうから説明がありました、タブレット議案ファ
イル５６ページの議案第７８号、平成２７年度日南町一般会計決算認定について、続きま
して、タブレットの議案ファイルの５７ページ、議案第７９号、平成２７年度日南町国民
健康保険特別会計決算認定について、議案ファイル５８ページ、議案第８０号、平成２７
年度日南町簡易水道事業特別会計決算認定について、議案ファイル５９ページ、議案第
８１号、平成２７年度日南町農業集落排水事業特別会計決算認定について、議案ファイル
６０ページ、議案第８２号、平成２７年度日南町介護保険特別会計決算認定について、議
案ファイル６１ページ、議案第８３号、平成２７年度日南町介護サービス事業特別会計決
算認定について、議案ファイル６２ページ、議案第８４号、平成２７年度日南町後期高齢
者医療特別会計決算認定について、議案ファイル６３ページ、議案第８５号、平成２７年
度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計決算認定について、議案ファイル６４ペー
ジ、議案第８６号、平成２７年度日南町病院事業会計決算認定について、いずれにつきま
しても、平成２７年度決算書及び主要施策の成果、決算附属資料を参照いただき御審議い
ただきますようお願いします。
○議長（村上　正広君）花倉会計管理者。
○会計管理者（花倉　幸江君）それでは、議案第７８号から第８５号につきまして、お手
元の主要施策の成果及び財産に関する調書、またタブレット議案ファイル６５ページから
の決算説明資料で概要を申し上げます。
　２７年度はまち・ひと・しごとをキーワードに、町民が安心して暮らせる健康なまちづ
くり、こころ豊かに生きる協働のまちづくり、そして産業振興を町政運営の柱として、さ
まざまな取り組みを進めた１年でした。
　それでは、お手元の主要施策の成果及び財産に関する調書１ページ、２ページをごらん
ください。会計別に、歳入、歳出、差し引きの決算額を前年度と比較する形で記載してい
ます。２７年度は再生可能エネルギー発電事業特別会計を設け、８つの会計で事業を執行
しました。
　まず、一般会計は、歳入額７９億９，７４８万４，０００円、歳出額７４億９，３４０
万７，０００円、差し引き額は５億４０７万７，０００円です。なお、この５億４０７万
７，０００円には、翌年度、２８年度へ繰り越すべき財源２億５，７０９万８，０００円
が含まれていますので、一般会計の実質収支額は２億４，６９７万９，０００円となりま
す。一般会計では、道の駅にちなん日野川の郷、また寄宿舎を改修してのひだまりの家の
建設工事、２０周年を今年度迎えました総合文化センターの改修工事、防災ヘリの離着陸
場を兼ね備えた防災基地整備工事など大型ハード事業に取り組み、以前、木材団地の工場
等建設、中学校の改修工事などに取り組みました平成１９年度来の歳入歳出ともに決算額
が７０億円台の数値となりました。
　国民健康保険特別会計は、歳入額８億１，０７５万６，０００円、歳出額８億９４１万
円、差し引き額１３４万６，０００円。前年度の比較による歳出の増額要因は、病院会計
への繰出金、医療費の共同事業対象拡大による支出の増が上げられます。
　簡易水道事業特別会計は、歳入額３億５，７２９万１，０００円、歳出額３億
５，２４６万２，０００円、差し引き額４８２万９，０００円です。歳出の増額は、基金
積立金、日野上・生山地区統合簡易水道事業執行によるものです。
　農業集落排水事業特別会計は、歳入額２億３，２１８万７，０００円、歳出額２億
２，８５１万円、差し引き額３６７万７，０００円です。歳出の増額は、基金積立金によ
るものです。
　介護保険特別会計は、歳入額１０億５，４０７万円、歳出額１０億１，８５４万
４，０００円、差し引き額３，５５２万６，０００円です。介護報酬のマイナス改定によ
り、各介護サービスに係る保険給付費が減となり、歳出が前年度の比較で減額となってい
ます。
　介護サービス事業特別会計は、歳入歳出同額の１億８，０９７万２，０００円です。あ
さひの郷建設に係る過疎債の元金償還が開始しましたが、あかねの郷改修工事費の減によ
り、全体では前年度より減額となっています。
　後期高齢者医療特別会計は、歳入額９，４３５万４，０００円、歳出額９，４０８万
２，０００円、差し引き額２７万２，０００円です。

ページ(9)



日南町第６回定例28年９月８日
　今年度新たに設けました再生可能エネルギー発電事業特別会計は、歳入額５５５万
１，０００円、歳出額３５３万４，０００円、差し引き額２０１万７，０００円です。
　５ページからは一般会計の款別予算決算対照表です。
　まず、５、６ページ、歳入です。先ほど申しましたが、一般会計歳入決算総額は７９億
９，７４８万４，０００円で、前年度と比較しまして１２億２，９３６万６，０００円の
増額となりました。不足する財源を補うための国庫支出金及び町債が大幅に増額になった
ことが要因となります。国庫支出金につきましては、地方創生の推進に向けた地域活性化
・地域住民生活等緊急支援交付金の創設や道路改良事業費補助金の増により、対前年度で
１億４，９６６万１，０００円の増額。町債につきましては、過疎債を中心に普通建設事
業に係る借入金がふえ、全体で１０億８，２９０万円の増額になりました。歳入の
４２．６％を占める地方交付税は、特別交付税についてはわずかに減額となりましたが、
普通交付税で増額となり、全体で対前年度５，５０７万８，０００円の増額となっていま
す。一方、繰入金、繰越金、また町税は減額となっております。これにより、歳入を町が
自主的に収入とすることができる自主財源と、国や県の基準に基づいて交付される依存財
源に分けた場合、自主財源率は、先ほど申しました町税、繰入金、繰越金などの減額によ
り、対前年度でマイナス５．３ポイントの１９．９％です。なお、この冊子の１７ページ
に参考として、一般会計の年度別町債借入額、償還額、年度末現在高の状況を載せていま
す。２７年度末の起債残高は６０億３，２００万円で、その額を町民１人当たりにします
と約１２０万３，０００円となります。
　続きまして、７ページ、８ページの歳出です。一般会計歳出決算総額は７４億
９，３４０万７，０００円で、前年度と比較して１３億８７６万円の増額となりました。
　目的別の決算額で、総務費は、道の駅にちなん日野川の郷、ひだまりの家建設工事など
から普通建設事業費の増、また、道の駅を中心とした中心地域整備を推進するため土地開
発基金から用地取得を行ったため、対前年度で４億１，７０２万３，０００円の増額とな
りました。
　衛生費は、１億３，９７１万４，０００円の増額です。要因としては、石見小水力発電
所基幹改良工事費、汚泥再生処理センター建設工事負担金の増が上げられます。
　土木費は、道路維持、道路新設改良など普通建設事業費の増により、１億３，２３０万
７，０００円の増額となっています。
　消防費は、防災基地整備工事により１億４０３万８，０００円の増額。
　また、教育費は、総合文化センター改修工事、県施工の砂防堰堤工事に伴うテニスコー
ト移設、観客席及び管理棟新設工事などにより４億９，９８２万２，０００円の増額とな
っています。
　歳出は別に性質別という分類の仕方があります。歳出を分けるときに款項目節というも
のがありまして、節の区分を基準としたもので、それを見た場合の内容を決算説明資料、
タブレット議案ファイル７５ページに載せています。
　また、前後しますが、議案ファイル６９ページをごらんください。性質別の数字を義務
的経費、投資的経費、その他の経費と３区分し、決算額と構成比を示しています。６９ペ
ージの表の真ん中から右側に平成２７年度分を記載しています。義務的経費は、人件費、
扶助費、公債費の割合で、決算額合計が１８億１７４万円で構成比２４．１％。投資的経
費は、普通建設事業費と災害復旧事業費の合計で、決算額合計が２４億２，８６７万
９，０００円、構成比３２．４％。そして、その他の経費、物件費、補助費、維持補修
費、積立金、繰出金などの合計で、決算額合計が３２億５，７６３万９，０００円で、構
成比４３．５％となっています。ここ数年の比較をしましても、投資的経費の割合が多い
年度となりました。
　続きまして、タブレット議案ファイルの７０ページをごらんください。財政構造の弾力
性ということで、財政統計上から見た普通会計における主要財務比率を記載しています。
一番左の欄、地方公共団体の財政力の強弱をあらわす財政力指数は、単年度指数で
０．１４１％です。財政力指数の３カ年平均値が１を超える場合は、普通交付税が交付さ
れない団体となります。２５年度から２７年度までの３カ年平均は、０．１３６％になり
ます。その右、経常収支比率は、地方公共団体の財政構造の弾力性をあらわす指標で、自
由に使える一般財源、例えば町税、普通交付税の総額に対して毎年常に支出しなければな
らない経費、人件費、扶助費、公債費などがどの程度の割合を占めているかというもので
す。１００％に近いほどゆとりがないということで、２７年度につきましては、そこの表
の記載は８９．１％となっておりますが、申しわけありません、８９．０％、８９．０と
いう数字になりました。訂正をお願いいたします。申しわけありません。訂正が、済みま
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せん。また訂正の……。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）議運委員長としてお願いを申し上げます。若干タブレット
がある関係で声が入っておりませんので、両側の説明者のマイクを入れていただいて、や
っていただければと思います。
○会計管理者（花倉　幸江君）気をつけます。済みません。
　次に、タブレット７２ページをごらんください。積立基金と定額運用基金の年度末現在
高を１００万円単位で記載しています。積立基金は財政調整基金２０億５，８００万円、
減債基金７億２，４００万円、特定目的基金１２億７，１００万円で、合計４０億
５，３００万円です。定額運用基金は合計で６億６００万円。積立基金、定額運用基金の
合計は４６億５，９００万円で、対前年度で１００万円の増額となりました。なお、基金
の詳細につきましては、主要施策の成果及び財産に関する調書の最後のページ、２３１ペ
ージに、特別会計の積立基金もあわせて円単位で記載しています。
　それから、最後に、昨年この議会の際、一般会計の決算で歳入の諸収入、売電収入につ
いて、石見東太陽光発電所分と子育て支援センター分を備考欄に記載してほしいという意
見が出ておりましたが、様式の都合上、記載ができておりません。口頭にて報告させてい
ただきます。決算書、一般会計の４３ページですが、タブレットで見た場合でしたら、決
算書の２２ページになります。決算の冊子でしたら４３ページで、この決算書ですね。売
電収入が、今年度収入１，４４３万８，００９円というふうに記載されております。その
うち石見東太陽光発電所分が１，３９０万３２円です。子育て支援センター分が５３万
７，９７７円です。
　以上、概要を説明させていただきました。済みません。御審議いただきまして、各会計
の決算について認定していただきますよう、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）次に、中曽病院事業管理者。
○病院事業管理者（中曽　森政君）済みません、ちょっと出てきません。ペーパーで失礼
します。用意してません、済みません。
　そうしますと、病院会計につきましては、平成２７年度決算書ファイルのほうで説明さ
せていただきますので、皆さん、ペーパーお持ちですね。それじゃあ、ペーパーでお願い
いたします。
○議長（村上　正広君）青い分の一番最後の資料、わかりますか。
○病院事業管理者（中曽　森政君）よろしいでしょうか。
　最初に、決算書の一部訂正をお願いいたします。お手元に配付しておりますが、資本剰
余金の部に訂正がございます。Ⅱの負担金、１、前年度末残高１，６０３万４，０００円
を１２３万９，４３６円に。３、当年度処分額１，４７９万４，５６４円をゼロ円に訂正
をお願いします。訂正による決算額自体に変更はありませんが、大変失礼いたしました。
申しわけありませんでした。
　それでは、病院事業決算書の１ページをごらんいただきたいと思います。平成２７年度
決算は、最終的に純利益が３４万６，０００円という黒字決算となりましたが、決算額の
内訳を申しますと、病院事業収益が決算額１０億９，８００万円で、前年度よりも１億
７，８７２万円余りの減となっております。医業収益は６００万円弱の微増、医業外収益
は１，５３２万円の減、介護サービス収益は１，３４９万円の減ですが、昨年度は会計制
度の改正により、特別利益が１億５，５８６万円計上されていたものが、２７年度につい
てはゼロというふうになっております。
　一方、事業費用においては、決算額１０億８，８９１万７，０００円で、前年度より２
億２，７９３万６，０００円の減となっております。医業費用で１８５万円の増、医業外
費用で３４７万１，０００円の減となっていますが、こちらのほうも会計制度の変更によ
りまして、特別損失が昨年度２億２，６３１万８，０００円計上されていたものが、２７
年度においてはゼロというふうになっております。
　損益計算書をお開きください。３ページです。医業・介護サービス収益から医業費用を
差し引いた医業損益は２億１万８，０００円の赤字で、昨年度比９１５万８，０００円の
減。医業外損益が２億３６万４，０００円で、１，２１８万円の減。会計制度の変更によ
る特別損失７，０４５万円がなくなったことにより、全体としては３６万４，０００円の
黒字になったという次第であります。
　患者数につきましては１６ページをお開きください。タブレットでいけば１５７ページ
でございます。１日平均の入院・施設入所は５６．７人と、前年度の５８．３人から
１．６人減少しています。さらに、外来・居宅介護部門では前年度の１４１．５人に対し
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１３７．８人と３．７人の減少となっています。次ページですが、科ごとの患者数を示し
ておりますが、このうち外来患者数では、皮膚科、整形外科の患者数が前年度よりふえて
おり、ほかの科については減少しておるという状況になります。
　次に、資本的収支についてですが、決算書２ページ、タブレットでは１４３ページに戻
ります。よろしいでしょうか。収入が８，０８５万８，０００円、支出が２億６５１万
８，０００円となり、不足額１億２，５６６万円は留保資金で補填いたしました。収入の
主なものは、国保調整交付金などの国県補助金と企業債です。また、支出につきまして
は、電子カルテの更新に７，３００万円余り、血液ガス分析装置や耳鼻科用のファイバー
スコープなど機器の購入が大きなものとなっております。
　決算書の詳細につきましては、タブレットでいけば１５２ページ、書類では１１ページ
以降に詳細を記述しておりますので、ごらんになって、よろしく御審議をお願いいたした
いと思います。以上です。
○議長（村上　正広君）ここで、本町の監査委員から、平成２７年度決算に基づく健全化
判断比率及び公営企業の資金不足比率についての意見書、平成２７年度各会計の決算審査
の結果について報告を求めます。
　石川賢代表監査委員。
　タブレットの７８ページからとなります。
○代表監査委員（石川　　賢君）そういたしますと、財政健全化比率のほうから意見書を
申し上げたいと思います。
　平成２８年８月１７日、日南町長、増原聡様。日南町監査委員、石川賢。日南町監査委
員、近藤仁志。地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、平
成２７年度の決算に基づく健全化判断比率について次のとおり意見書を提出する。
　平成２７年度日南町普通会計経営健全化審査意見書。
　１、審査の概要。この経営健全化審査は、町長から提出された健全化判断比率及びその
算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施
した。
　２、審査の結果。（１）総合意見。審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定
の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。
　表でありますが、左から比率名、日南町の２７年度の数値、それから早期健全化の基
準、こういったものがありますので、ごらんをいただきたいと思います。
　（２）の個別意見でございますが、まず、①実質赤字比率。平成２７年度の実質収支は
黒字となっており、良好と認められる。町長から先ほど、監査委員が詳しくということを
お話がございましたので、若干こちらのほうから詳しく説明をさせていただきますが、こ
の実質赤字比率といいますのは、普通会計の赤字額を標準財政規模でまじわせたものでご
ざいます。いわゆる赤字の程度を指数化した、指標化したものでございます。それで、こ
の４つの比率が、いずれも分母となるのが標準財政規模でございます。日南町の標準的な
状況で、通常、収入されるであろう経常的一般財源をトータルをしたものということでご
ざいます。ことしは、若干昨年よりも数字がよくなっておるところでございます。３６億
５３１万２，０００円が２７年度の標準財政規模ということになります。昨年よりも
８，３５９万２，０００円ふえておるわけでありますが、これは地方交付税、地方消費税
交付金がふえたためでございます。これがいずれも比率の分母になるわけでございます。
　それから、②でございますが、連結実質赤字比率について。平成２７年度の連結実質収
支は黒字となっており、良好と認められる。この連結実質赤字比率と申しますのは、全て
の会計を合算して、先ほど申し上げました標準財政規模で除したものでございます。全体
の赤字の程度を指数化したものであるというふうに御理解をいただきたいと思います。
　それから、③の実質公債費比率について。平成２７年度の実質公債費比率は９．８％と
なっており、良好な状態と認められる。これは普通会計の支出のうち公債費を標準財政規
模で除したものでございまして、資金繰りの危険度を示す指標だというふうにお考えをい
ただきたいと思います。これは３カ年間の平均でございまして、２５、２６、２７年度の
比率、昨年が１０％でございましたので、０．２ポイント改善をしておるという状況でご
ざいます。この実質公債費比率といいますのは、平成１８年に地方債の許可制度がいわゆ
る協議制度に変わったときにできた制度でございます。県内でも比較的良好な状況である
というふうに思っておるところでございます。
　それから、④の将来負担比率について。平成２７年度の将来負担比率はマイナスの
１０６．８％となっており、良好な状態と認められる。これは一般会計等が将来的に負担
することになる債務を、先ほど言いました標準財政規模で除したものであります。
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　（３）是正改善を要する事項。特に指摘すべき事項はないが、さらに健全財政の運営に
努力をしていただきたいというふうに思います。
　続きまして、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、
これは公営企業の資金不足の比率を公表するという条文でありますが、第１項の規定によ
り、平成２７年度の決算に基づく資金不足比率について、次のとおり意見書を提出する。
　平成２７年度日南町簡易水道事業会計経営健全化審査意見書。
　１、審査の概要。この経営健全化審査は、町長から提出された資金不足比率及びその算
定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施し
た。
　２、審査の結果。（１）総合意見。審査に付された下記、資金不足比率及びその算定の
基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。
　比率名、資金不足比率。資金不足が生じておりませんので、数字が上がっておりませ
ん。健全化の基準は２０％でございます。
　（２）個別意見。①資金不足比率について。平成２７年度の資金収支は黒字となってお
り、おおむね良好と認められる。これは公営企業の資金不足を企業の事業規模を示す料金
収入の規模と比較して指数化したものでございます。いわゆる経営の深刻度を示すもので
ありますが、赤字ということでないので、数値が上がってまいりません。
　（３）是正改善を要する事項。さらなる経営努力を望みたい。
　次に、平成２７年度日南町農業集落排水事業会計経営健全化審査意見書。
　１、２につきましては同じでございますので、省略をさせていただきます。
　（２）個別意見。資金不足比率について。平成２７年度の資金収支は黒字となってお
り、おおむね良好と認められる。
　（３）是正改善を要する事項。さらなる経営努力を望みたい。
　次に、平成２７年度日南町再生可能エネルギー発電事業会計経営健全化審査意見書。
　これも１、２を省略させていただきまして、２の（２）の個別意見。資金不足比率につ
いて。平成２７年度の資金収支は黒字となっており、良好と認められる。
　（３）是正改善を要する事項。さらなる経営努力を望みたい。
　平成２７年度日南町病院事業会計経営健全化審査意見書。
　これにつきましても、個別意見から申し上げます。①資金不足比率について。平成２７
年度の資金収支は黒字となっており、良好と認められる。
　（３）是正改善を要する事項。さらなる経営努力を望みたい。
　以上が経営健全化に関する法律の意見書でございます。
　続きまして、平成２７年度日南町一般会計及び特別会計決算並びに基金運用状況審査意
見書を朗読をいたします。
　地方自治法第２３３条第２項、第２４１条第５項及び地方公営企業法第３０条第２項の
規定により、平成２７年度日南町一般会計及び各特別会計、病院事業会計の歳入歳出決算
並びに基金運用状況について審査した結果、次のとおり意見書を提出する。
　平成２８年８月１７日。日南町監査委員、石川賢。日南町監査委員、近藤仁志。日南町
長、増原聡様。
　第１、審査した決算及び帳簿、証書等。平成２７年度日南町一般会計歳入歳出決算、平
成２７年度日南町国民健康保険特別会計歳入歳出決算、平成２７年度日南町簡易水道事業
特別会計歳入歳出決算、平成２７年度日南町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算、平
成２７年度日南町介護保険特別会計歳入歳出決算、平成２７年度日南町介護サービス事業
特別会計歳入歳出決算、平成２７年度日南町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算、平成
２７年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計歳入歳出決算、平成２７年度日南町
病院事業会計歳入歳出決算、上記各会計の歳入歳出決算事項別明細書及び関係諸帳簿、証
拠書類。平成２７年度日南町病院事業会計損益計算書、貸借対照表、剰余金計算書、関係
諸帳簿、証拠書類。実質収支に関する調書、財産に関する調書、基金の運用状況を示す書
類。
　第２、審査の期間。平成２８年７月２０日から同年８月１７日まで。事務調査、７月
２０日、２１日、２２日、２５日、８月２日、３日、８日、１０日、１５日、１７日。現
地調査、８月４日、８月５日（１６カ所）。
　第３、審査の方法。各会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関
する調書、損益計算書、貸借対照表及び剰余金計算書について、関係課長等から説明聴取
などの方法により計数の正確性、支出命令等との符合、収支の適法性等について審査し
た。また、財産に関する調書、基金の運用状況を示す書類については、適正な管理、運用
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がなされているかなどを審査した。
　第４、審査の結果。１、一般会計、特別会計決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質
収支に関する調書、損益計算書、貸借対照表及び剰余金計算書は、法令に準拠して作成さ
れており、関係諸帳簿及び証拠書類と照合した結果、決算計数は正確であり、執行は適正
であることを確認した。
　２、財産に関する調書については、土地及び建物、山林、有価証券、出資による権利、
物品、債権及び基金について、調書の計数と財産台帳、歳入原簿、備品台帳、預金証書等
と照合検査した結果、計数はいずれも正確であると認められた。
　３、基金の運用状況では、その計数は正確であり、基金条例に基づきその目的に従って
運用、管理されていると認められた。
　第５、決算の総括。１、平成２７年度の決算規模は、次表のとおりである。表について
は朗読をいたしませんので、ごらんをいただきたいと思います。一般会計と特別会計（病
院事業会計除く）を合わせた決算額は、歳入で１０７億３，２６６万５，０００円、歳出
が１０１億８，０９２万１，０００円であり、前年度と比較すると歳入で１３億
４，９９１万３，０００円（１４．４％）の増額、歳出が１４億４，１４５万７，０００
円（１６．５％）の増額になっている。また、翌年度へ繰り越された額は５億５，１７４
万４，０００円である。
　２、一般会計の歳入決算の状況は、次のとおりである。表はごらんをいただきたいと思
います。一般会計歳入決算額は７９億９，７４８万４，０００円で、前年度に比べ１２億
２，９３６万６，０００円増額となった。これは、主として町税、繰入金、繰越金が減額
になったものの、地方交付税、国庫支出金及び町債の増額によるものである。
　歳入決算額を依存財源と自主財源で見ると、依存財源は６４億５４８万７，０００円、
自主財源は１５億９，１９９万７，０００円で、前年度に比べ依存財源で１３億
４，４７９万９，０００円（２６．６％）の増額となり、自主財源は１億１，５４３万
３，０００円（マイナスの６．８％）の減額となっている。
　構成比率は、依存財源率８０．１％、自主財源率１９．９％で、前年度に比べ自主財源
率は５．３ポイント減少している。
　３、一般会計の歳出決算の状況は、次のとおりである。前年度に比べて総務費、衛生
費、土木費、教育費などが増加し、災害復旧費、公債費が減少し、歳出合計は前年度に比
べて１３億８７６万円（２１．２％）の増額となった。
　歳出の構成比を見ると、総務費が１９．１％を占め、次いで衛生費が１６．４％を占め
ている。
　翌年度への繰越明許費は、総務一般管理事務、中心地域整備事業、電算管理運営事務、
林道新設改良事業、道路新設改良事業などで４億６２８万８，０００円となっている。
　４、特別会計の決算状況は、次表のとおりである。特別会計合計の予算現額は、２８億
５，０４２万６，０００円に対する決算総額は、歳入２７億３，５１８万１，０００円、
歳出２６億８，７５１万４，０００円で、歳入歳出差し引き残額は４，７６６万
７，０００円である。前年度と比較すると、歳入が１億２，０５４万７，０００円、歳出
では１億３，２６９万７，０００円の増額となっている。
　翌年度への繰越明許費はなかった。
　日南病院事業会計は、損益計算、税抜き後において、収益的収入額が１０億８，７２６
万円、収益的支出額１０億８，６９１万４，０００円で、当年度純利益は３４万
６，０００円（前年度はマイナスの４，８７６万８，０００円）となり、前年度繰越利益
剰余金１６億９２７万７，０００円を合わせ、当年度未処分利益剰余金は１６億９６２万
３，０００円となっている。
　５、町税等の収入未済額状況。上段の表が一般会計であります。下段の表が特別会計で
ございます。収入未済額の合計は、一般会計３，５８９万８，２５７円、特別会計
１，９６９万６，９５２円、合計で５，５５９万５，２０９円となっており、前年度より
４６８万９，４４４円増加した。日南病院事業会計の患者負担未収金は８２６万
９，４３４円（前年度７８６万２８３円）であり、前年度より４０万９，１５１円増加し
た。
　以下、各会計の決算を審査した内容から、若干の意見を述べておきたい。
　１、組織管理について。平成２６、２７年度に農業集落排水事業特別会計の合併浄化槽
及び農業集落排水に係る新規加入者の下水道料金の調定がなされていなかったため、その
債権が未収になるという事案が発生した。あわせて、一般会計、住宅費の公営住宅の入
居、退去に関する不適切な事務処理により、敷金返還の遅延、修繕費用の未精算等の不都
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合も生じている。それらの処理については、現在も当該設置者に事情を説明し、納付のお
願いが続けられている状況である。また、一般会計、教育費の遺跡詳細分布調査事業にお
いては、ずさんな事務処理のため、損害賠償の支払いという事態にまで発展している。い
ずれの事案も担当職員の公務に対する認識の欠如と、同時に事務組織としての機能が十分
に働いていなかったと言わざるを得ない。
　仕事の基本サイクルであるプラン（計画）、ドゥー（実行）、チェック（結果の確認）
、アクション（手直し）や「ホウ（報告）レン（連絡）ソウ（相談）」の習慣が欠けてい
たのではあるまいか。住民ニーズなどの多様化により仕事量も多く、１人の職員が複数の
仕事を兼務している実態であることは理解できるが、課・室・係という組織はチームとし
て仕事を推進するための制度である。それと同時に、組織には構成員、とりわけ後輩の教
育・育成という重要な責務もある。いま一度原点に立ち返って、全職員が信頼される公務
員として職務の遂行に当たっていただきたい。
　２、地方公会計の導入について。平成２７年１月２３日付の総務大臣通知（「統一的な
基準による地方公会計の整備について」総財務第１４号）に基づき、本町においても平成
２７年度に６４４万８，０００円をかけて固定資産台帳の整備が行われたところである。
この公会計導入の狙いは、人口減少、少子高齢化が進展している中で、地方公共団体の限
られた財源をいかに賢く使う取り組みを行うかということに尽きるわけであるが、そのた
めに現行の官庁会計（現金収支に着目した現金主義会計）に経済事象の発生に着目した企
業会計（発生主義会計）を導入して現行会計制度の補完を行うというものである。つま
り、現在の現金主義・単式簿記においては、現金のフロー（移動）は厳格に記録されてい
るが、現金以外の資産や負債のストック情報が欠如しているため、発生主義・複式簿記に
よりストック情報やフロー情報を総体的、一覧的に把握することにより、現金主義を補完
するという位置づけである。
　昨年度整備された固定資産台帳（日南町には１万３，１４０件に及ぶ資産があります）
に基づき、国が求めている４つの財務書類、貸借対照表、行政コスト計算書、これは企業
会計の損益計算書に当たるわけであります。資金収支計算書、同じく企業会計のキャッシ
ュフロー計算書であります。純資産変動計算書、同じく株主資本等の変動計算書を作成し
ていくことになるが、現状では複式簿記・発生主義システムに習熟した職員は限られてい
ると思われるので、平成３０年度までに全ての職員を対象として複式簿記、企業会計につ
いての理解を深めて、実務に支障がないように研修を行うことが重要である。住民や議会
を初めとする情報利用者が、経済的または政治的意思決定を行うに当たって、有用な情報
が提供できるよう、万全の準備を行っていただきたい。
　３、未収金について。未収金については、毎年、回収の取り組み強化をお願いしている
ところであるが、平成２７年度決算においても、全会計の合計額で前年度に比較して
４６２万２，０００円の増加となっている。一般会計においては３２１万１，０００円の
増であり、そのうち町税が２１０万４，０００円を占めている。その町税の６割を占める
固定資産税は１８７万１，０００円である。昨年も指摘をしたが、滞納者のうち３割の人
が町外の人である。この傾向は年々増加していくと思われるので、その抜本的対策が急が
れる。また、使用料及び手数料では住宅使用料が目立っており、６５万９，０００円の増
となっている。特別会計においては、国民健康保険税の未収が１１１万８，０００円の増
となっている。水道料４２万２，０００円、下水道料・分担金７２万５，０００円と、そ
れぞれ増加している。また、病院事業会計の患者負担未収金も４０万９，０００円の増と
なっている。
　主管課としては、まず現年度の未納をなくすよう努力を重ねており、町税においては徴
収率も９９．１％と高くなっている。しかし、過年度分については１１．７％と依然低い
状況である。また、国民健康保険税については現年度分９７．４％、過年度分１５．９％
と、町税と同じ傾向にある。いずれにしても、町税や使用料等は行政運営の原資であり、
公平、公正、確実に収納されなければならない。主管課任せでなく、全職員が認識を共有
して、一丸となってこれの解決に取り組んでいただきたい。
　以上でありますが、この意見書のほかに、口頭による意見を８件ほど町長に申し入れて
おるところでございます。
　以上で報告を終わります。
○議長（村上　正広君）ただいまの報告に質疑があれば、これを許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）以上で決算審査の報告を終わります。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第７８号から議案第８６号までの
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決算認定関係９議案は、審議の都合により、本日は提案説明までにとどめたいと思います
が、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第７８号から議案第８６号
までの本日の審議は、提案説明までにとどめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１４　議案第８７号
○議長（村上　正広君）タブレットの人事案件議案ファイルをお開きください。１ページ
から２ページ。
　日程第１４、議案第８７号、人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の意見を求めるこ
とについてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）タブレットの人事案件ファイル１ページでございます。議案第
８７号、人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の意見を求めることについて。人権擁護
委員候補者として、平成２９年３月３１日任期満了となる後藤厚見を引き続き推薦したい
ので、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき議会の意見を求めるものでございま
す。任期としましては３年でございまして、２９年の４月１日から平成３２年の３月３１
日までの任期ということでお願いをしたいと思っております。よろしくお願いいたしま
す。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　日程第１４、議案第８７号、人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の意見を求めるこ
とについての討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　議案第８７号は、原案による被推薦人を人権擁護委員として適任と認める意見に御異議
ございませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり適任と認
めることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１５　議案第８８号
○議長（村上　正広君）タブレット３ページ、日程第１５、議案第８８号、固定資産評価
審査委員会委員の選任につき同意を求めることについてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）タブレットの人事案件ファイル３ページでございます。議案第
８８号、固定資産評価委員の選任について同意を求めることについて。日南町固定資産評
価審査委員会委員、丸山栄人は、平成２８年１０月３０日に任期が満了となるため、引き
続き同人を選任したいので、地方自治法第４２３条第３項の規定により、本議会の議決を
求めるものでございます。詳細につきましてはごらんをいただきたいと思っております。
よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　日程第１５、議案第８８号、固定資産評価資産委員会委員の選任につき同意を求めるこ
とについての討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　この採決は、起立によって行います。
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　賛成の議員の起立を求めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔賛成者起立〕
○議長（村上　正広君）起立全員であります。よって、本案は、原案のとおり同意するこ
とに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１６　議案第８９号
○議長（村上　正広君）タブレット４ページ、日程第１６、議案第８９号、固定資産評価
審査委員会委員の選任につき同意を求めることについてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第８９号、固定資産評価審査委員の選任について同意を求め
ることについて。日南町固定資産評価審査会、足羽一成は、平成２８年１０月３０日に任
期が満了となるため、引き続き同人を選任したいので、地方税法第４２３条第３項の規定
により、本議会の同意を求めるものでございます。詳細につきましてはごらんをいただ
き、承認をいただきますようよろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　日程第１６、議案第８９号、固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ
とについての討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　この採決は、起立によって行います。
　賛成の議員の起立を求めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔賛成者起立〕
○議長（村上　正広君）起立全員であります。よって、本案は、原案のとおり同意するこ
とに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１７　議案第９０号
○議長（村上　正広君）タブレット５ページから６ページ、日程第１７、議案第９０号、
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについてを議題といたしま
す。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第９０号、固定資産評価審査委員の選任について同意を求め
ることについて。日南町固定資産評価審査委員会、稲田洋子は、平成２８年１０月３０日
に任期が満了となるため、その後任として次の者を選任したいので、地方税法第４２３条
第３項の規定により、本議会の同意を求めるものでございます。新たな固定資産評価委員
といたしまして、日南町阿毘縁の足立福子をお願いするものでございます。経歴等につき
ましてはファイルをごらんいただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　日程第１７、議案第９０号、固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ
とについての討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　この採決は、起立によって行います。
　賛成の議員の起立を求めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔賛成者起立〕
○議長（村上　正広君）起立全員であります。よって、本案は、原案のとおり同意するこ
とに決定をいたしました。

ページ(17)



日南町第６回定例28年９月８日
　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（村上　正広君）以上で本日の日程は全て終了いたしました。
　本日はこれで散会にしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本日はこれをもって会議を閉
じ、散会とすることに決定をいたしました。
　つきましては、あす９月９日の本会議は別に通知をいたしませんので、定刻までに御参
集いただきますようお願いいたします。
　本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでございました。
　　　　　　　　　　　　　午前１１時０５分散会
　　　　───────────────────────────────
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